
政
党
政
治
と
政
権

　
　
　
　
　
　
　
　
パ
タ
ー
ン

ー
フ
ラ
ン
ス
第
五
共
和
政
の
連
合
政
権

岡

沢

憲

芙

　
　
目
　
　
次

1
　
権
力
の
司
祭
者
1
1
政
党

2
単
独
政
権
の
パ
タ
：
ソ

　
A
　
単
独
・
独
占
型
政
権

　
B
　
単
独
・
過
半
数
政
権

　
C
　
単
独
・
少
数
党
政
権

　
　
　
　
　
　
i
以
上
二
一
号
一

3
連
合
政
権
の
パ
タ
ー
ン

　
D
　
最
小
勝
利
連
合
政
権

　
　
▽
西
ド
イ
ツ
の
連
合
政
権

　
　
　
　
　
　
－
以
上
二
二
号
1

　
　
▽
フ
ラ
ン
ス
（
第
五
共
和
政
）
の
連
合
政
権

　
　
　
　
　
　
i
以
上
本
号
l

　
E
　
過
大
規
模
連
合
政
権

　
F
　
過
小
規
模
連
合
政
権

4
　
連
合
の
理
論
と
連
合
交
渉
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▽
フ
ラ
ン
ス
（
第
五
共
和
政
）
の
連
合
政
権

　
第
五
共
和
政

　
一
九
五
八
年
に
ド
・
ゴ
ー
ル
の
手
で
形
態
と
実
質
が
与
え
ら
れ
確
立
さ
れ
た
第
五
共
和
政
は
、
第
三
共
和
政
（
一
入
七
〇
～
一
九
四
〇

年
）
、
第
四
共
和
政
（
一
九
四
六
～
五
八
年
）
の
苦
い
経
験
に
対
す
る
反
省
を
ド
・
ゴ
ー
ル
の
カ
リ
ス
マ
性
を
基
礎
に
実
体
化
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
第
三
・
第
四
共
和
政
下
の
政
府
は
有
効
な
作
動
能
力
を
あ
ま
り
持
て
ず
、
政
党
政
治
は
絶
え
ざ
る

分
極
化
・
破
片
化
・
不
安
定
を
経
験
し
た
。
G
・
サ
ル
ト
ー
リ
の
い
う
極
端
な
多
党
制
（
分
極
的
多
党
制
）
の
典
型
的
な
症
候
群
に
苦
し

ん
で
い
配
政
府
が
鷲
に
直
面
し
・
議
会
政
治
の
運
営
が
行
き
詰
り
に
逢
着
す
る
で
あ
ろ
う
と
予
想
さ
れ
て
も
、
安
定
し
た
有
効
な
支

持
を
積
極
的
に
与
え
よ
う
と
す
る
議
会
内
過
半
数
勢
力
は
ほ
と
ん
ど
生
ま
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
第
三
共
和
政
の
七
〇
年
間
に
九
四

の
政
権
が
、
そ
し
て
第
四
共
和
政
の
＝
一
年
間
に
一
八
の
政
権
（
一
ヵ
月
も
も
た
な
か
っ
た
政
権
を
も
入
れ
れ
ば
二
三
）
が
誕
生
し
、
崩

壊
し
た
。
こ
れ
で
は
果
断
な
政
府
行
動
は
不
可
能
で
あ
る
。
議
会
を
機
能
不
全
に
追
い
込
み
、
閣
僚
を
困
却
さ
せ
、
政
府
を
崩
壊
さ
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

手
だ
て
、
手
段
は
数
限
り
な
く
あ
っ
た
。

　
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
指
向
の
強
い
政
党
は
非
妥
協
的
な
唯
我
独
尊
主
義
を
振
り
か
ざ
し
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
指
向
の
強
い
政
党
は
定
か
な

き
展
望
を
持
た
ぬ
ま
ま
原
則
な
き
野
合
を
繰
り
返
し
た
。
政
党
戦
略
家
の
思
い
つ
き
や
気
ま
ぐ
れ
で
す
ら
政
変
の
起
爆
力
に
な
る
可
能
性

が
あ
っ
た
。
か
く
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
政
治
史
の
記
録
保
管
所
に
は
、
シ
ナ
リ
オ
な
き
政
変
ド
ラ
マ
が
生
み
出
し
た
膨
大
な
政
権
リ
ス
ト
、

閣
僚
リ
ス
ト
が
山
積
み
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
安
定
し
た
強
力
な
政
権
」
の
確
立
こ
そ
第
五
共
和
政
に
課
せ
ら
れ
た
至
上
命
令
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
五
八
年
憲
法
は
、
大
統
領
に
四

つ
の
政
治
的
武
器
を
与
え
た
。
ω
非
常
事
態
に
お
け
る
大
統
領
の
特
別
措
置
権
限
（
第
一
六
条
）
、
㈲
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
実
施
権
（
第
一
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「
条
）
、
㈹
国
民
議
会
解
散
権
（
第
「
二
条
）
、
た
だ
し
、
そ
の
選
挙
に
続
く
一
年
は
、
新
し
く
解
散
を
行
な
う
こ
と
は
で
き
な
い
、
㈹
首

相
の
任
命
権
、
閣
僚
の
任
免
権
（
第
八
条
）
。
問
題
は
、
巨
大
な
権
限
を
与
え
ら
れ
た
大
統
領
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
、
政
権

レ
ベ
ル
、
議
会
レ
ベ
ル
で
有
効
な
政
党
間
連
合
を
形
成
・
維
持
で
き
る
か
ど
う
か
と
な
っ
た
。

　
少
な
く
と
も
議
会
レ
ベ
ル
で
の
連
合
形
成
過
程
が
あ
る
程
度
単
純
化
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
予
想
さ
れ
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
、
一
九
五

八
年
か
ら
は
、
国
民
議
会
の
選
挙
制
度
が
従
来
の
比
例
代
表
制
か
ら
小
選
挙
区
・
二
回
投
票
制
に
切
り
換
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の

選
挙
制
度
の
変
更
は
、
政
党
数
を
大
幅
に
削
減
す
る
で
あ
ろ
う
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
制
度
変
更
の
狙
い
は
適
中
し
た
。
一
方
で
、
民
意
を

歪
曲
し
な
が
ら
も
、
悲
願
で
あ
っ
た
「
政
党
配
置
図
の
整
序
化
」
に
は
成
功
し
た
。
　
〈
弱
小
政
党
の
乱
舞
〉
と
い
う
事
態
は
一
九
六
七
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

国
民
議
会
選
挙
の
頃
に
は
、
既
に
過
去
の
も
の
と
な
っ
た
。
今
日
で
も
フ
ラ
ン
ス
の
政
党
政
治
シ
ス
テ
ム
は
無
秩
序
な
イ
メ
ー
ジ
で
描
か

れ
る
こ
と
が
多
い
。
だ
が
、
今
で
は
、
考
え
ら
れ
て
い
る
ほ
ど
異
常
で
は
な
い
。
今
日
で
も
無
秩
序
な
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
て
い
る
と
す
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

ば
、
そ
の
無
秩
序
は
政
党
の
数
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
政
党
の
内
部
的
脆
弱
性
に
由
来
し
て
い
る
と
い
う
の
が
真
実
に
近
い
。
ド
・
ゴ
ー

ル
が
確
立
し
た
新
体
制
は
、
少
な
く
も
「
政
党
数
の
削
減
」
に
つ
い
て
は
成
功
を
収
め
て
い
る
。

政党政治と政権パターン

　
●
ド
・
ゴ
ー
ル
の
連
合
政
権

　
一
九
五
八
年
九
月
に
新
憲
法
が
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
で
承
認
さ
れ
た
後
、
一
二
月
二
四
日
に
は
大
統
領
選
挙
人
団
に
よ
っ
て
ド
・
ゴ
ー
ル

が
共
和
国
大
統
領
に
選
出
さ
れ
た
。
登
録
選
挙
人
八
万
一
七
六
一
名
の
う
ち
七
一
九
四
七
〇
名
が
投
票
し
た
（
投
票
率
九
七
．
二
％
）
。
ド

・
ゴ
ー
ル
は
六
万
二
一
二
九
四
票
（
七
八
・
五
％
）
獲
得
し
て
圧
勝
し
た
。
彼
は
M
・
ド
ブ
レ
を
首
相
に
任
命
し
、
新
体
制
下
の
政
局
運
営

に
あ
た
っ
た
。
議
会
内
で
ド
・
ゴ
ー
ル
政
治
を
支
え
た
の
は
ゴ
ー
リ
ス
ト
の
《
新
共
和
国
連
合
U
N
R
》
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
U
N
R
の
95



表1　1958年国民議会選挙（1958．11．23／30）

　　　（投票率77．1％）

政　党　名 得票率 議席数

PCF（共産党）

rFIO（社会党）

}進派

19．2％

P5．7

W．3

10

S4

R2

（左翼・計） （43．2） （86）

MRP（人民共和派、中道派）

tNR（新共和国連合）

ﾆ立・農民国民中央派

ｻの他
iアルジェリア、サハラ）

11．1

P9．5

Q2．9

R．3

　57
@199
A1133

i71）

＊J．R．Frears，1977，　p．209．

議
席
数
は
一
九
九
（
議
席
占
有
率
三
六
・
一
％
）
し
か
な
く
、
議
会
運
営
に
つ
い
て

は
保
守
系
の
独
立
派
議
員
の
支
持
を
期
待
せ
ね
ぽ
な
ら
な
か
っ
た
。
五
八
年
一
一
月

二
一
二
日
、
三
〇
日
に
行
な
わ
れ
た
第
五
共
和
三
下
の
第
一
回
国
民
議
会
選
挙
で
大
量

に
当
選
し
た
独
立
派
議
員
（
一
三
三
名
　
議
席
占
有
率
二
四
・
一
％
）
の
多
く
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

ド
・
ゴ
ー
ル
に
「
信
頼
で
き
る
支
持
」
を
与
え
続
け
た
。
絶
え
ざ
る
権
力
拡
大
論
者

で
あ
る
ド
・
ゴ
ー
ル
が
、
こ
う
し
た
事
態
に
満
足
す
る
は
ず
は
な
か
っ
た
。
憲
法
改

正
、
国
民
議
会
の
解
散
と
い
う
二
つ
の
行
動
に
そ
れ
が
う
か
が
え
る
。

　
一
九
六
二
年
の
憲
法
改
正
で
、
大
統
領
選
挙
は
大
統
領
選
挙
人
団
に
よ
る
間
接
選

挙
か
ら
国
民
の
一
般
投
票
に
よ
る
直
接
選
挙
に
切
り
換
え
ら
れ
た
。
ド
．
ゴ
ー
ル
は

圧
倒
的
な
人
気
を
背
景
に
国
民
と
直
接
ド
ッ
キ
ン
グ
し
、
議
会
越
し
に
ド
．
ゴ
ー
ル

96

連
合
を
形
成
し
て
、
そ
れ
を
議
会
選
挙
に
逆
噴
射
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
中
間
か
ら
右
の
勢
力
に
と
っ
て
、
彼
は
混
沌
と

共
産
主
義
か
ら
国
を
守
る
至
高
の
擁
護
者
で
あ
り
、
社
会
主
義
勢
力
に
と
っ
て
は
、
軍
事
独
裁
政
治
か
ら
国
を
守
る
唯
一
の
防
波
堤
で
あ

っ
た
。
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
に
と
っ
て
は
、
こ
の
カ
リ
ス
マ
・
リ
ー
ダ
ー
を
追
い
詰
め
る
こ
と
は
そ
の
ま
ま
政
治
危
機
の
誘
発
を
意
味
し

た
。
だ
が
、
カ
リ
ス
マ
は
い
ず
れ
日
常
化
し
風
化
す
る
。
よ
り
有
効
な
議
会
内
多
数
派
工
作
（
議
会
レ
ベ
ル
の
連
合
形
成
）
の
必
要
は
こ

こ
か
ら
生
ま
れ
る
。

　
一
九
六
二
年
議
会
選
挙
は
、
文
字
通
り
ド
・
ゴ
ー
ル
の
攻
勢
選
挙
で
あ
っ
た
。
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
戦
争
が
終
焉
し
、
大
統
領
暗
殺
計
画
が

露
見
し
た
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
夏
が
終
わ
っ
た
時
、
ド
・
ゴ
ー
ル
は
大
統
領
の
正
当
性
を
継
続
・
強
化
す
る
た
め
の
方
策
と
し
て
直
接
選



政党政治と政権パターン

挙
制
の
導
入
を
考
え
、
そ
れ
を
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
に
付
す
よ
う
提
案
し
た
。
伝
統
的
な
議
会
政
治
家
は
こ
の
提
案
に
対
し
て
内
閣
不
信
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
6
）

動
議
で
対
抗
し
た
。
ド
・
ゴ
ー
ル
は
議
会
を
解
散
し
た
。
し
か
も
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
で
は
六
一
・
七
％
が
ド
・
ゴ
ー
ル
を
支
持
し
た
。

ド
・
ゴ
ー
ル
が
圧
勝
す
る
た
め
の
す
べ
て
の
条
件
が
整
っ
た
。
実
際
、
第
一
回
投
票
で
は
前
回
に
比
べ
約
一
九
〇
万
票
上
積
み
す
る
の
に

成
功
し
た
。
だ
が
、
ゴ
ー
リ
ス
ト
（
新
共
和
国
連
合
U
N
R
、
民
主
労
働
連
合
U
D
T
）
が
獲
得
で
ぎ
た
最
終
議
席
は
二
三
三
議
席
（
議

席
占
有
率
四
八
・
三
％
）
に
と
ど
ま
り
、
単
独
過
半
数
に
は
達
し
な
か
っ
た
。

　
一
九
五
九
年
以
来
、
ド
ブ
レ
首
相
に
登
用
さ
れ
閣
僚
ポ
ス
ト
を
与
え
ら
れ
て
い
た
ジ
ス
カ
ー
ル
デ
ス
タ
ン
と
彼
が
率
い
る
《
独
立
共
和

派
R
I
》
が
ド
・
ゴ
ー
ル
連
合
に
接
近
・
加
入
し
た
。
独
立
共
和
派
の
規
模
（
三
五
議
席
）
は
最
小
勝
利
連
合
を
形
成
す
る
の
に
最
適
で

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
っ
た
。
こ
の
U
N
R
／
U
D
T
・
R
I
連
合
は
、
第
五
共
和
政
の
下
で
誕
生
し

25田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
、
明
確
な
境
界
線
を
持
つ
初
の
過
半
数
勢
力
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
ジ
ス
カ
ー

’11一

@
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
は
フ
ォ
～
マ
ル
な
連
合
パ
ー
ト
ナ
ー
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
や
が
て
は
ゴ
ー

蹴
　
　
　
　
　
　
　
リ
ス
ト
の
遺
産
舞
人
に
な
る
籍
を
獲
得
し
た
・

α
騨
　
　
　
　
　
　
　
●
一
九
六
二
年
に
、
，
プ
レ
の
後
替
相
に
隻
叩
さ
れ
た
ポ
ン
ピ
ゼ
は
大
統
領

　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

表2　1962年国民議会
　　　（投票率68．7％）

政　　党　　名 得票率 議席数（前砒）

PCF（共産党）

ﾉ左派
rFIO（社会党）

}進派

2L7囲

Q．4

P2．6

V．8

41（＋31）

黷U6（＋22）

R9（＋7）

佐翼・計） （44．5） （146）（＋60）

MRP（入民共和派、中道派） 9．1 55（一5）

UNR（新共和国連合）・
tDT（民主労働連合）
qI（独立共和派）

31．9

T．9

233（＋34）

R5

（与党連合・計） （37．8） （268）

その他 8．6 13（一85）

＊J．R．　Frears，1977，　p．2

の
意
を
受
け
て
議
会
内
支
持
基
盤
の
拡
大
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
投
入
し
た
。
ジ
ス
カ

ー
ル
と
の
連
合
に
は
成
功
し
た
。
だ
が
、
ド
・
ゴ
ー
ル
神
話
は
、
そ
の
説
得
力
を

確
実
に
罪
な
い
つ
つ
あ
っ
た
。
一
九
六
五
年
大
統
領
選
挙
で
は
彼
の
魅
力
と
集
票

能
力
が
先
細
り
に
向
い
つ
つ
あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
と
証
明
さ
れ
た
。
選
挙
前
は

圧
勝
を
予
想
さ
れ
た
が
、
他
の
五
人
の
候
補
（
ミ
ッ
テ
ラ
ン
、
ル
カ
ニ
ュ
エ
、
ヴ
ィ
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表3：1965年大統領選挙

第1回投票（1965．12．9）　　　　投票率84．7％

候補者名 党　派 得票数 得票率

ド・ゴール

A　　　　　　　　一　　　｝

ﾄツアフン

泣Jニュエ

E辱ニャンクール

新雪国齢

ﾐ会党

ｯ主中道派

10，828，523

V，694，003

R，777，119

P，260，208

44．6梶

R4．7

P5．5

T．1

第2回投票（1965．12．19）　　　　投票率84．3％

ド・ゴール

A　　　　　　　　一　　　｝

ｱツアフン

新共和国連合

ﾐ会党

13，083，699

P0，619，735

55．1

S4．8

＊Pierre　Avri1，1969，　p．113．

ニ
ャ
ン
ク
ー
ル
、
マ
ル
シ
ラ
シ
ー
、
バ
ル
ビ
ュ
）
が
、
　
「
ド
・
ゴ
ー
ル
退
陣
」
を
求
め

て
、
反
ド
・
ゴ
ー
ル
包
囲
網
を
ひ
き
追
い
上
げ
た
。
特
に
《
民
主
社
会
左
翼
連
合
F
G

D
S
》
と
共
産
党
の
支
持
を
得
て
、
　
〈
人
民
戦
線
〉
連
合
の
性
格
と
実
質
を
与
え
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

た
ミ
ッ
テ
ラ
ン
候
補
が
善
戦
し
た
。
ド
・
ゴ
ー
ル
は
第
一
回
投
票
で
、
大
方
の
予
想
に

反
し
て
、
僅
か
四
四
・
六
％
し
か
獲
得
で
き
ず
、
不
名
誉
に
も
、
決
戦
投
票
に
持
ち
込

ま
れ
て
し
ま
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
栄
光
を
強
調
す
る
七
五
歳
の
老
政
治
家
は
決
戦
投
票

ま
で
の
二
週
間
、
積
極
的
に
テ
レ
ビ
出
演
し
、
攻
勢
に
出
た
。
こ
の
効
あ
っ
て
当
選
こ

そ
で
き
た
も
の
の
、
決
選
投
票
に
持
ち
込
ま
れ
た
と
い
う
事
実
と
得
票
率
五
五
二
％

（
ミ
ッ
テ
ラ
ン
は
四
四
・
八
％
）
と
い
う
数
字
は
、
後
継
者
問
題
が
い
ず
れ
差
し
迫
っ

た
問
題
と
し
て
浮
上
し
て
く
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
予
測
さ
せ
る
に
十
分
で
あ
っ
た
（
表

3
参
照
）
。

　
ド
・
ゴ
ー
ル
の
人
気
は
明
ら
か
に
凋
落
し
つ
つ
あ
っ
た
。
ポ
ン
ピ
ド
ー
首
相
が
そ
れ
を
一
番
認
識
し
て
い
た
。
彼
は
、
カ
リ
ス
マ
・
リ

ー
ダ
ー
の
権
威
が
衰
退
し
て
し
ま
っ
た
時
に
、
有
効
で
凝
集
力
の
強
い
政
府
を
支
え
る
こ
と
が
で
き
る
過
半
数
勢
力
を
組
織
す
る
こ
と
が

何
よ
り
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
一
九
六
七
年
三
月
目
国
民
議
会
選
挙
（
五
年
間
の
任
期
満
了
選
挙
）
で
は
、
独
立
心
和
良
と
の

連
合
を
フ
ォ
ー
マ
ラ
イ
ズ
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
　
《
第
五
共
和
政
民
主
連
合
d
U
＜
Φ
》
と
い
う
共
通
の
旗
の
下
で
選
挙
戦
に
臨
ん
だ
。

新
共
和
国
連
合
・
民
主
労
働
連
合
U
N
R
／
U
D
T
は
、
四
〇
七
名
の
候
補
者
を
擁
立
し
な
が
ら
二
〇
一
名
し
か
当
選
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ず
、
三
二
議
席
も
後
退
し
て
し
ま
っ
た
。
連
合
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
独
立
共
和
派
は
菩
擁
し
て
七
議
席
伸
ば
し
た
（
候
補
者
七
九
名
、
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当
選
者
四
二
名
）
。
そ
の
た
め
、
辛
う
じ
て
過
半
数
を
維
持
で
ぎ
た
が
、
過
半
数
を
上
回
る
こ
と
僅
か
一
議
席
（
計
二
四
五
議
席
）
で
は
、

高
揚
す
る
学
生
運
動
と
ゼ
ネ
・
ス
ト
の
波
に
抗
し
切
れ
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
こ
の
選
挙
で
は
、
左
翼
連
合
が
選
挙
共
闘
を
見
事
に
開
花

さ
ぜ
、
相
互
協
力
の
精
神
で
四
七
議
席
も
上
積
み
し
た
。
途
絶
な
き
権
力
拡
張
論
者
で
あ
る
ド
・
ゴ
t
ル
が
新
議
会
の
政
党
配
置
図
に
不

快
感
を
持
っ
た
と
し
て
も
当
然
で
あ
っ
た
。

　
労
働
者
の
ゼ
ネ
・
ス
ト
、
工
場
占
拠
、
学
生
暴
動
、
過
激
な
デ
モ
、
警
官
と
の
衝
突
が
相
次
ぎ
、
一
九
六
八
年
五
月
に
は
、
左
の
嵐
と

混
沌
の
恐
怖
が
ピ
ー
ク
に
達
し
た
。
ド
・
ゴ
ー
ル
は
、
国
民
議
会
を
解
散
し
、
新
選
挙
を
要
求
し
た
。
ポ
ン
ピ
ド
ー
首
相
が
選
挙
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
陣
頭
指
揮
し
た
。
　
《
共
和
国
民
主
連
合
U
D
R
》
と
名
を
改
め
た
ゴ
ー
リ
ス
ト
は
、
九
六
議
席
伸
ば
し
、
単
独
過
半
数
の
ハ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
ル
（
二
四
四
議
席
）
を
大
幅
に
超
え
た
（
二
九
六
議
席
）
。
第
五
共
和
政
が
生
み

切
　
　
　
　
　
　
　
　
出
し
た
最
初
の
単
独
過
半
数
勢
力
と
な
・
た
・
し
か
も
連
合
パ
ー
・
ナ
毒
あ
る
独

　
6
5
　
’
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
共
和
派
も
二
〇
議
席
上
乗
せ
し
て
第
二
党
に
上
昇
し
た
。
与
党
連
合
の
合
計
議
席

6719

@
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
数
は
三
六
〇
、
議
席
占
有
率
は
実
に
七
三
・
九
％
に
も
達
し
た
。
五
月
と
六
月
に
フ

表4：1967年国民議会選挙
　　　（投票率81．1％）

政　　党　　名 得票率揃回比！ 議席数（前回比）

UNR（新共和国連合）

qI（独立共和派）

32．2ω

T．5

201「一33）

S4：：＋9）

与党齢傑三共和政民主齢）計 37．7（一〇．1〕 245（一24）

PCF〔共産党）

oSU（統一社会党）

eGDS（社会党＋急進派）

22．5（＋0，8’1

Q．1

P9．0（一1．4）

73〔＋32）

@4「：＋4、

P161＋11）

左翼連合計 43．6〔一〇．9） 193「＋47、

CD（民主中道派）

ｻの他

13．4

T．4

41

W

＊J．RFrears，1977，　p．215．

ラ
ン
ス
を
襲
っ
た
混
乱
と
無
秩
序
を
混
沌
の
恐
怖
と
反
共
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
結
び
付

け
、
　
「
法
と
秩
序
」
を
強
調
し
た
与
党
連
合
は
、
前
年
度
の
選
挙
で
大
躍
進
し
た
左

翼
連
合
か
ら
相
互
協
力
の
精
神
を
奪
い
去
り
、
一
〇
二
議
席
（
五
二
・
八
％
）
も
後

退
さ
せ
た
。
ド
・
ゴ
ー
ル
の
後
継
者
は
、
も
は
や
こ
の
有
能
な
政
党
戦
略
家
・
ポ
ン

ピ
ド
ー
を
置
い
て
他
に
な
か
っ
た
。
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e
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ユ
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5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
R

表
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅

ス
ト
で
あ
る
シ
ラ
ク
と
激
し
く
争
い
、
奪
取
し
た
）
。

　
第
一
回
投
票
で
は
、

の
、
二
位
以
下
を
大
き
く
引
き
離
し
た

コ
介
入
と
い
う
悪
条
件
を
は
ね
の
け
て
、

持
つ
ド
・
ゴ
ー
ル
の
約
束
さ
れ
た
後
継
者
は
、

り
、は

早
く
も
勝
利
宣
言
を
行
な
え
た
。

政　　党　　名 得票率〔前回比） 議席数（前回比）

UDR（共和国民主連合）

qI（独立共和派）

37，吻（＋4，8）

V．7（＋2．2）

296（＋96）

U4（＋20）

与党連合（UDR）・計 44．7（＋7，0） 360（＋116）

PCR：共産党）

oSU（統一社会党）と極左派

eGDS（社会党＋急進派）

ｻの他の左翼

20．0（一2．5）

S．0

P6．5（一2．4）

O．7

34（一39）

黶i一』4）

T7（一59）

左翼連合・計 41．2－2．4） 91（一102）

PDM（進歩民主派）

ｻの他

10．3（一3．1）

R．5

33（一　8）

R

　
●
ポ
ン
ピ
ド
ー
の
連
合
政
権

　
ド
・
ゴ
ー
ル
（
七
八
歳
）
が
引
退
し
た
後
行
な
わ
れ
た
一
九
六
九
年
大
統
領
選

挙
で
は
、
ゴ
ー
リ
ス
ト
陣
営
の
統
一
候
補
と
し
て
出
馬
し
た
ポ
ン
ピ
ド
ー
（
五
八

歳
）
が
勝
利
を
収
め
た
。
さ
し
た
る
混
乱
や
反
対
も
な
く
党
首
の
ポ
ス
ト
を
譲
り

受
け
た
〈
ド
・
ゴ
ー
ル
の
皇
太
子
〉
は
「
ド
・
ゴ
ー
ル
路
線
の
継
続
と
開
放
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
ジ
ス
カ
ー
ル
デ
ス
タ
ン
と
独
立
共
和
派
か
ら
の
確
実
な
支
持
を

得
て
、
選
挙
戦
に
臨
ん
だ
（
ジ
ス
カ
ー
ル
デ
ス
タ
ン
は
、
　
「
ゴ
ー
リ
ス
ト
の
ア
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

ト
サ
イ
ダ
ー
の
中
で
は
最
も
好
ま
し
い
ド
・
ゴ
ー
ル
の
後
継
者
」
と
考
え
ら
れ
て

い
た
が
、
ポ
ン
ピ
ド
ー
の
出
馬
で
、
野
望
を
「
ポ
ン
ピ
ド
ー
以
後
」
に
つ
な
ぐ
こ

と
に
な
っ
た
。
ポ
ス
ト
・
ポ
ン
ピ
ド
ー
で
は
禅
譲
を
あ
て
に
せ
ず
、
正
統
ゴ
ー
リ

　
　
　
　
　
　
隊
陣
整
わ
ぬ
左
翼
陣
営
が
四
人
の
候
補
を
乱
立
さ
せ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
過
半
数
達
成
こ
そ
な
ら
な
か
っ
た
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
得
票
率
四
四
・
「
四
％
）
。
共
産
党
の
デ
ュ
ク
ロ
候
補
が
、
左
翼
陣
営
の
分
裂
、
ソ
連
の
チ
ェ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
位
（
得
票
率
二
一
・
四
三
％
）
に
な
っ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
六
年
間
の
首
相
実
績
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
回
投
票
で
前
回
大
統
領
選
挙
で
の
ド
・
ゴ
ー
ル
の
得
票
率
（
四
三
・
七
％
）
を
上
回

そ
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
遺
産
相
続
人
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
。
決
選
投
票
は
、
文
字
通
り
の
楽
勝
で
、
開
票
か
ら
二
時
間
半
後
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
こ
で
も
ポ
ン
ピ
ド
ー
は
、
国
民
の
間
に
広
く
拡
散
し
て
い
た
く
五
月
の
恐
怖
〉
を
柔
軟
な
政
治
姿
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勢
で
吸
収
し
、
前
回
選
挙
で
の
ド
・
ゴ
ー
ル
の
得
票
率
を
上
回
っ
た
（
五
七
・
七
八
％
）
。

　
新
大
統
領
は
国
民
議
会
議
長
シ
ャ
バ
ン
デ
ル
マ
ス
を
首
相
に
任
命
し
た
。
こ
の
連
合
政
権
に
は
、
独
立
共
和
派
か
ら
ジ
ス
カ
ー
ル
デ
ス

タ
ン
（
蔵
相
）
、
レ
イ
モ
ン
・
マ
ル
ス
ラ
ソ
（
内
相
）
ら
四
人
が
入
閣
し
た
。
そ
し
て
、
ド
・
ゴ
ー
ル
時
代
か
ら
議
会
内
支
持
基
盤
の
拡

大
に
万
全
の
注
意
を
払
っ
て
き
た
ポ
ン
ピ
ド
ー
は
、
一
九
六
八
年
か
ら
既
に
着
手
し
て
い
た
中
道
取
込
み
策
を
一
歩
進
め
、
大
統
領
選
で

の
連
携
実
績
を
踏
ま
え
て
、
ル
ネ
・
プ
レ
バ
ソ
（
法
相
）
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
ュ
ア
メ
ル
（
農
相
）
、
ジ
ョ
ゼ
フ
．
フ
ォ
ン
タ
ネ
（
労
働
．
雇

用
・
人
口
問
題
相
）
の
三
瀬
を
中
道
派
（
進
歩
民
主
派
P
D
M
）
か
ら
登
用
し
た
。
六
八
年
国
民
議
会
選
挙
で
単
独
過
半
数
を
制
し
て
圧

勝
し
た
ゴ
ー
リ
ス
ト
は
、
過
去
の
経
緯
か
ら
独
立
共
和
派
を
連
合
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
極
め
て
大
型
の
過
大
規
模
連
合
を
形
成
し
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
、
こ
こ
で
中
道
派
の
一
部
を
包
摂
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
〈
連
合
形
成
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
位
〉
は
更
に
一
層
拡
大
し
た
。
超
過
大
規
模
の
形
成
は
、
連
合
パ
ー
ト
ナ
ー
間
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
距
離
拡
大
、
閣
僚
ポ
ス
ト
配
分
の
不
公
平
増
大
を
伴
な
う
の
で
薦

挙曜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
ず
し
も
好
ま
し
い
戦
略
と
は
言
え
な
い
。

た
ヂ

轍
　
　
　
　
　
　
だ
が
、
ポ
・
ピ
ド
ゐ
貧
欲
当
盤
拡
張
策
は
、
一
九
七
三
年
国
民
議
会
馨

階
　
　
　
　
　
　
　
　
（
任
期
満
了
馨
）
で
そ
の
正
し
さ
を
証
明
さ
れ
る
・
と
に
な
・
た
。
・
の
馨

19
：
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
、
　
《
進
歩
の
共
和
国
民
主
連
合
U
R
P
》
と
い
う
統
一
旗
を
掲
げ
た
ゴ
ー
リ
ス

　表
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
陣
営
は
大
き
く
後
退
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
共
和
国
民
主
連
合
は
、
実
に
一
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
議
席
失
な
い
、
ド
・
ゴ
ー
ル
の
魔
力
が
過
去
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
っ
た
。
連
合
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
独
立
共
和
派
も
九
議
席
失
な
っ
た
。
両
党
だ

第1回投票（1969．6」）　　　　　　投票率78．28％

候補者名 党　　派 得票数 得票率

ポンピドー

|エル

fュクロ

hフェール

鴻Jール

fュカテル

Nリビーヌ

共和国民主連合

?道派

､産党

ﾐ会党

揶齊ﾐ会党

ｳ所属

､産主義者伺盟

9，858，824

T，221，022

S，787，665

P，130，050

@815，512

@285，736

@237，758

44．1禦

Q3．38

Q1．43

T．06

R．65

P．28

P．06

第2回投票（1969．6．15）　　　　投票率69．01％

ポンピドー

|エル

共和国民主連合

?道派

10，801，932

V，895，821

57．78

S2．22
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け
で
は
合
計
二
一
二
八
議
席
に
し
か
な
ら
ず
、
過
半
数
の
ハ
ー
ド
ル
（
二
四
六
議

m
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
席
）
を
ク
リ
ア
ー
で
き
な
か
っ
た
。
中
道
派
の
一
部
（
こ
の
選
挙
で
《
中
道
民

⑤3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
進
歩
派
C
D
P
》
を
名
乗
っ
た
）
を
六
八
年
以
来
、
与
党
連
合
に
取
り
込

π19
@
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
、
六
九
年
大
統
領
選
挙
で
フ
ォ
ー
マ
ル
な
連
合
パ
ー
ト
ナ
ー
に
仕
立
て
上
げ

騨
　
　
　
　
　
　
　
て
い
た
お
か
げ
で
・
辛
う
じ
て
議
会
内
過
半
数
を
馨
で
き
た
の
で
あ
・
・

諭
　
　
　
　
　
　
　
中
道
民
主
進
歩
派
の
三
・
議
席
を
聖
て
も
与
党
連
合
（
二
⊥
ハ
八
議
席
）
の
議

き
ロ
　
ヨ

灘
　
　
　
　
　
　
△
万
乱
塾
は
大
幅
に
縮
小
し
た
（
六
八
年
国
民
議
ム
ム
馨
後
に
比
べ
九
二
議
席

鎗
票
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
減
、
六
九
年
大
統
領
選
挙
後
に
比
べ
一
一
七
議
席
減
）
。
「
ド
・
ゴ
ー
ル
以
後
の

餅
殴
：
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時
代
」
が
駆
け
足
で
や
っ
て
き
た
。

ア表　
●
ジ
ス
カ
ー
ル
デ
ス
タ
ン
の
連
合
政
権

　
一
九
七
四
年
四
月
二
日
、
ポ
ン
ピ
ド
ー
大
統
領
（
六
二
歳
）
が
任
期
を
二
年
残
し
て
急
死
し
た
。
ド
・
ゴ
ー
ル
路
線
の
継
承
者
で
あ
る

ポ
ン
ピ
ド
ー
の
死
は
、
　
「
ド
・
ゴ
ー
ル
以
後
」
を
加
速
し
た
。

　
前
年
度
に
行
な
わ
れ
た
国
民
議
会
選
挙
の
第
一
回
投
票
で
与
党
連
合
を
得
票
率
で
圧
倒
し
た
左
翼
連
合
は
、
そ
の
好
調
を
実
証
す
る
た

め
に
、
迅
速
な
行
動
に
出
た
。
社
共
両
党
の
共
同
政
府
言
書
を
基
礎
に
し
て
、
社
会
党
の
フ
ラ
ン
ソ
ワ
ー
ミ
ッ
テ
ラ
ン
が
素
早
く
左
翼
統

一
候
補
と
し
て
準
備
さ
れ
、
活
発
な
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
展
開
さ
れ
た
。
一
方
、
ゴ
ー
リ
ス
ト
陣
営
で
は
、
候
補
者
調
整
が
難
航
し
て

い
た
。
ド
・
ゴ
ー
ル
連
合
政
権
、
ポ
ン
ピ
ド
ー
連
合
政
権
を
支
え
た
二
つ
の
柱
が
く
継
承
権
V
を
め
ぐ
っ
て
激
し
く
争
っ
た
た
め
、
候
補

政　　党　　名 得票率揃回比） 議席数！前回比｝

UDR〔共和国民主連合）

qI（独立共和派）

bDP（中道民主進歩派）

25．7顧一11．5）

U，6（一1．1）

R．7

183（一113）

T5（一　9）

R0

〔与党連合・計） 36．0（一8．7） 268（一92）

PCF供産党）

oSU（統一．・社会党）と極左派

oS（社会党）と
lRG（左派急進運動）

ｻの他の左翼．

21，4（＋1．4）

R．3

Q0．8（＋4，3）

O．3

73〔＋34）

@1（＋11）

P01（＋44）

@1

（左翼・計） 45．8（＋4．6） 176〔＋85）

REF（改革運動〉

e与党連合小党

ｻの他

13．1

O．7

S．4

34

T
7
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者
を
一
本
に
絞
れ
な
い
で
い
た
。
共
和
国
民
主
連
合
は
、
正
統
ゴ
ー
リ
ス
ト
の
自
負
心
を
背
景
に
、
元
首
相
シ
ャ
バ
ン
デ
ル
マ
ス
を
ポ
ン

ピ
ド
ー
の
後
継
者
と
し
て
決
定
し
た
。
連
合
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
独
立
共
和
派
は
、
蔵
相
ジ
ス
カ
ー
ル
デ
ス
タ
ン
を
大
統
領
候
補
に
決
定

し
た
。
結
局
、
保
守
陣
営
は
候
補
者
一
本
化
に
成
功
せ
ず
、
苦
し
い
戦
い
に
な
る
と
予
想
さ
れ
た
。

　
シ
ャ
バ
ン
デ
ル
マ
ス
と
ジ
ス
カ
ー
ル
デ
ス
タ
ン
は
陣
営
の
両
側
で
戦
火
を
交
え
ね
ぽ
な
ら
な
か
っ
た
。
左
翼
統
一
候
補
、
、
、
ッ
テ
ラ
ン
と

の
戦
い
と
並
行
し
な
が
ら
、
ゴ
ー
リ
ス
ト
の
支
持
を
求
め
て
、
ポ
ン
ピ
ド
ー
政
権
の
〈
継
承
合
戦
〉
を
展
開
せ
ね
ぽ
な
ら
な
か
っ
た
。

エ
リ
ゼ
宮
の
イ
ス
を
射
程
に
収
め
る
た
め
に
は
、
第
一
回
投
票
で
ミ
ッ
テ
ラ
ン
の
圧
勝
を
阻
止
し
、
し
か
も
自
分
が
第
二
位
に
つ
け
る
こ

と
が
前
提
で
あ
る
。
特
に
、
議
席
数
僅
か
五
五
の
小
党
を
背
景
に
し
て
い
る
だ
け
に
、
ジ
ス
カ
ー
ル
デ
ス
タ
ン
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
は
困

難
で
は
あ
っ
て
も
突
破
し
な
け
れ
ぼ
す
べ
て
の
野
望
が
破
砕
し
て
し
ま
う
至
上
命
令
で
あ
っ
た
。
彼
は
そ
の
華
麗
な
経
歴
（
名
門
エ
コ
ー

ル
・
ポ
リ
テ
ク
ニ
ッ
ク
、
高
級
官
僚
の
登
竜
門
エ
ナ
を
最
優
秀
の
成
績
で
卒
業
、
三
〇
歳
で
代
議
士
、
三
一
歳
で
大
蔵
次
官
、
三
二
歳
で

大
蔵
大
臣
）
か
ら
、
政
界
の
プ
リ
ン
ス
と
称
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
「
生
ま
れ
な
が
ら
の
皇
太
子
」
は
ま
た
、
比
類
な
き
野
望
と
卓
抜
の

政
党
戦
略
の
持
ち
主
で
も
あ
っ
た
。
小
党
を
率
い
な
が
ら
も
万
年
与
党
の
地
位
を
占
め
、
ド
・
ゴ
ー
ル
財
政
を
支
え
た
力
量
が
、
ナ
ポ
レ

オ
ン
以
来
の
若
さ
（
四
八
歳
）
で
権
力
の
頂
点
を
極
め
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
第
一
回
投
票
で
は
、
予
想
通
り
、
ミ
ッ
テ
ラ
ン
が
二
位
以
下
を
大
き
く
引
き
離
し
た
（
四
三
・
三
六
％
）
。
第
五
共
和
政
発
足
以
来
、

左
翼
陣
営
が
手
に
し
た
最
良
の
結
果
で
あ
っ
た
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
決
選
投
票
に
向
け
て
選
挙
戦
は
過
熱
し
た
。
だ
が
、
左
翼
連
合

の
意
気
が
上
が
れ
ば
上
が
る
ほ
ど
、
保
守
・
中
道
陣
営
は
、
社
共
連
合
に
完
全
に
包
囲
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
危
機
感
で

凝
集
力
が
強
ま
り
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
連
帯
（
受
け
身
の
連
帯
）
で
結
束
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
決
選
投
票
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
な
く
多
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鵬

の
市
民
が
投
票
場
に
足
を
運
ん
だ
（
投
票
率
八
七
・
七
八
％
）
。
そ
し
て
、
ジ
ス
カ
ー
ル
デ
ス
タ
ン
が
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
連
帯
を
バ
ネ
に



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
守
・
中
道
陣
営
の
票
を
結
集
し
、
約
四
〇
万
票
と
い
う
僅
差
な
が
ら
も
、
エ
リ
ゼ
宮
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
場
切
符
を
手
に
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
レ
リ
…
・
ジ
ス
カ
ー
ル
デ
ス
タ
ン
は
ポ
ン
ピ
ド
ー
に
劣
ら
ぬ
政
党
戦
略
家
で
あ
っ
た
。

挙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
党
を
率
い
て
常
に
政
権
の
一
翼
を
担
う
た
め
に
は
卓
抜
の
戦
略
家
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

選領
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
た
。
そ
し
て
小
党
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
り
な
が
ら
大
統
領
の
ポ
ス
ト
を
手
に
し
た
今
、
戦
略

統大
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
家
と
し
て
の
力
量
が
一
層
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
政
権
基
盤
の
拡
大
を
目
指
し
て
「
新

年脳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
い
多
数
派
」
を
ど
の
よ
う
に
形
成
す
る
か
。
ジ
ス
カ
ー
ル
の
未
来
は
こ
れ
に
か
か
っ
て
い

U　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
。

　
表
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
選
後
、
新
大
統
領
は
、
ゴ
ー
リ
ス
ト
の
共
和
国
民
主
連
合
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
り
な
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
、
自
党
の
シ
ャ
バ
ン
デ
ル
マ
ス
よ
り
ジ
ス
カ
ー
ル
に
接
近
し
た
ジ
ャ
ッ
ク
・
シ
ラ
ク
（
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
歳
）
を
首
相
に
任
命
し
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
連
帯
を
形
成
し
た
努
力
に
報
い
た
。
連
合
パ
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ナ
ー
と
し
て
、
共
和
国
民
主
連
合
を
外
す
こ
と
は
、
過
去
の
経
緯
か
ら
言
っ
て
も
、
で
き

る
わ
け
は
な
い
。
だ
が
、
大
統
領
選
挙
で
苦
し
め
ら
れ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
ジ
ス
カ
ー
ル
は
組
閣
に
当
っ
て
、
共
和
国
民
主
連
合
の

閣
僚
ポ
ス
ト
を
＝
か
ら
五
に
削
減
し
、
し
か
も
シ
ャ
バ
ン
デ
ル
マ
ス
色
の
強
い
政
治
家
は
慎
重
に
回
避
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
ネ
ガ
テ

ィ
ブ
な
連
帯
の
形
成
に
当
っ
て
大
き
な
力
を
発
揮
し
た
中
道
派
、
と
り
わ
け
《
改
革
運
動
R
E
F
》
に
は
法
相
（
ジ
ャ
ン
・
ル
黒
山
ュ
エ

五
四
歳
）
、
行
政
改
革
相
（
ジ
ャ
ン
ジ
ャ
ッ
ク
・
セ
ル
バ
ン
シ
ュ
レ
ベ
ー
ル
　
五
〇
歳
）
な
ど
四
ポ
ス
ト
を
与
え
て
、
積
極
的
に
連
合
パ

ー
ト
ナ
ー
と
し
て
取
り
込
ん
だ
。
そ
し
て
、
同
じ
く
中
道
派
で
も
、
シ
ャ
バ
ン
デ
ル
マ
ス
を
支
持
し
た
与
党
中
道
派
、
デ
ュ
ア
メ
ル
派
は

第1回投票（1974．5．5）　　　　　　　　　投票率84．9％

候補者名 党　　派 得票数 得票率

、　　　　　　　　　一　　　一

ｱツアフン

W．スカールデスタン

A一馳層塔сoンァルマス

社会党

ﾆ立共和派

､和国民主連合

10，935，763

W，286，382

R，693，168

43．36働

R2．85

P4．64

第2回投票（1974．5．191　　　　　　　　　投票率87．78％

ジスカールデスタン

A　　　　　　　　　一　　　｝

ﾄツアフン

独立共和派

ﾐ会党

13，214，643

P2，842，834

50．7

S9．3
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閣
内
か
ら
排
除
し
た
。
こ
う
し
た
徹
底
的
な
論
功
行
賞
人
事
は
、
任
期
（
七
年
）
が
定
ま
っ
た
大
統
領
制
で
は
珍
ら
し
い
こ
と
で
は
な

い
。
だ
が
、
弱
小
政
党
を
背
景
に
し
た
大
統
領
に
と
っ
て
は
、
危
険
な
賭
け
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
冷
徹
な
計
算
能
力
を
持
つ
こ
の
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
大
統
領
の
戦
略
は
、
最
終
的
に
は
、
一
種
の
〈
超
然
主
義
政
権
〉
の
樹
立
を
狙
い
と

し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ジ
ス
カ
ー
ル
は
権
力
基
盤
を
拡
大
す
る
に
は
、
長
期
低
落
傾
向
を
は
っ
き
り
示
し
て
い
る
ゴ
ー
リ
ス
ト
へ
の
依

存
を
弱
め
る
以
外
に
な
い
と
考
え
た
。
そ
の
た
め
、
大
統
領
府
に
権
限
を
集
中
し
な
が
ら
、
　
〈
脱
ド
・
ゴ
ー
ル
〉
主
義
的
政
策
を
進
め
よ

う
と
し
た
。
正
統
派
ゴ
ー
リ
ス
ト
の
シ
ラ
ク
首
相
は
首
相
権
限
の
制
限
と
い
う
点
で
も
、
ド
・
ゴ
ー
ル
路
線
の
破
棄
と
い
う
点
で
も
、
ジ

ス
カ
ー
ル
大
統
領
の
行
動
に
同
意
で
き
な
く
な
っ
た
。
両
者
の
関
係
は
、
政
権
樹
立
後
二
年
た
っ
た
頃
急
速
に
冷
却
化
し
た
。
一
九
七
六

年
八
月
、
シ
ラ
ク
首
相
は
大
統
領
に
辞
表
を
提
出
し
た
。
大
統
領
は
こ
れ
を
受
理
し
後
任
首
相
に
バ
ー
ル
対
外
貿
易
相
（
五
二
歳
）
を
指

名
し
た
。

　
シ
ラ
ク
首
相
放
逐
に
よ
っ
て
、
大
統
領
職
に
も
首
相
職
に
も
正
統
ゴ
ー
リ
ス
ト
を
含
ま
ぬ
政
権
が
第
五
共
和
政
史
上
初
め
て
出
現
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
シ
ラ
ク
は
こ
れ
に
反
発
し
、
一
九
七
六
年
に
ゴ
ー
リ
ス
ト
を
新
し
く
《
共
和
国
連
合
R
P
R
》
に
再
結
集
し
た
。
そ
し

て
、
七
七
年
の
パ
リ
市
長
選
で
は
ジ
ス
カ
ー
ル
派
の
候
補
を
破
り
そ
の
健
在
ぶ
り
を
誇
示
し
た
。

　
ゴ
！
リ
ズ
ム
の
遺
産
が
残
り
少
な
い
こ
と
を
熟
知
し
て
い
た
ジ
ス
カ
ー
ル
デ
ス
タ
ン
は
、
独
立
共
和
派
を
改
組
し
た
《
共
和
党
》
を
中

心
に
、
旧
中
道
諸
派
（
《
社
会
民
主
中
道
派
》
、
《
急
進
党
》
）
を
結
集
し
て
、
　
《
フ
ラ
ン
ス
民
主
連
合
》
を
組
織
し
た
。
社
共
連
合
の
優
勢

が
予
想
さ
れ
た
一
九
七
八
年
国
民
議
会
選
挙
で
は
善
戦
し
、
ゴ
…
リ
ス
ト
の
《
共
和
国
連
合
》
に
肉
迫
す
る
＝
二
七
議
席
獲
得
し
た
。
与

党
連
合
は
、
苦
戦
を
予
想
さ
れ
な
が
ら
も
、
二
九
一
議
席
獲
得
し
た
。
し
か
も
、
ジ
ス
カ
ー
ル
の
希
望
通
り
、
ジ
ス
カ
ー
ル
派
の
相
対
的

比
重
を
高
め
た
上
で
の
勝
利
で
あ
っ
た
。
ジ
ス
カ
ー
ル
の
戦
略
は
成
功
し
た
。
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だ
が
、
ジ
ス
カ
ー
ル
に
不
安
材
料
が
な
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
勝
利
を

囲
　
　
　
　
　
目
前
に
・
て
敗
北
し
た
左
翼
連
合
箋
九
議
席
に
・
ど
・
・
麩
第
二

翫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
回
投
票
で
の
与
党
連
合
と
の
票
差
は
僅
か
三
二
万
一
九
六
〇
票
に
過
ぎ
な
か

凪19
@
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
た
。
議
席
差
で
は
九
二
議
席
も
ひ
ら
き
地
滑
り
的
勝
利
を
許
し
た
が
、
票

脚
　
　
　
　
　
　
　
差
で
は
紙
壷
・
で
迫
・
・
と
に
成
功
・
た
・
・
の
結
果
寛
・
限
儀
ジ

贈
　
　
　
　
　
ス
ヱ
が
今
憂
〈
新
し
い
姦
派
〉
の
形
成
に
着
手
k
荒
を
実
現

羅
　
　
　
　
　
　
　
で
き
な
け
れ
ぽ
、
有
権
者
の
気
紛
れ
次
第
で
逆
の
彙
が
生
ま
れ
。
可
能
性

糠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
あ
・
．

鯛
（
表
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
ミ
ッ
テ
ラ
ン
の
連
合
政
権

　
一
九
八
一
年
の
大
統
領
選
挙
は
、
戦
後
政
治
に
お
け
る
一
つ
の
時
代
の
終
焉
、
逆
に
、
新
し
い
歴
史
の
開
幕
を
告
げ
る
選
挙
と
な
っ

た
。
社
会
党
の
ミ
ッ
テ
ラ
ン
（
六
四
歳
）
が
一
六
年
間
に
わ
た
る
三
度
目
の
挑
戦
で
大
統
領
の
ポ
ス
ト
を
手
に
し
た
。
第
五
共
和
政
発
足

以
来
初
の
左
翼
大
統
領
の
出
現
で
あ
る
。
六
五
年
大
統
領
選
挙
で
は
左
翼
統
一
候
補
と
し
て
出
馬
し
な
が
ら
ド
・
ゴ
ー
ル
に
敗
れ
た
（
第

一
回
目
の
挑
戦
）
。
七
四
年
大
統
領
選
挙
で
は
、
共
産
党
と
の
問
で
調
印
し
た
共
同
政
府
綱
領
（
七
二
年
六
月
）
を
基
礎
に
し
て
、
ジ
ス

カ
ー
ル
デ
ス
タ
ン
に
左
翼
統
一
候
補
と
し
て
挑
戦
し
た
が
ま
た
し
て
も
敗
北
し
た
（
第
二
回
目
の
挑
戦
）
。
七
七
年
九
月
に
国
有
化
問
題

で
左
翼
連
合
が
事
実
上
決
裂
し
、
七
八
年
国
民
議
会
選
挙
で
勝
利
を
予
想
さ
れ
な
が
ら
共
産
党
の
造
反
に
よ
っ
て
左
翼
連
合
が
大
敗
北
を

喫
し
た
時
、
ミ
ッ
テ
ラ
ン
の
未
来
を
明
る
い
イ
メ
ー
ジ
で
描
く
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
対
他
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
運
動
に
参
加
し
た

政　　党　　名 得票率 議席数（改選前）

共和国連合（ゴーリスト）

tランス民主連合

@共和党（旧独立共和派）

@社会民主中道派

@急進党

蜩摎ﾌ派

ｻの他（与党系）

26．11色）

@23．18

p1・2・

148　169

P37　113

@　　（62）

p・51・

P｝15・

（与．党連合・、；D 50．49 291（297）

社会党

ｶ派急巡運動

､産党

28．31

Q．33

P8．62

11：｝1・3

W6　74

（ノ1三翼連合・計） 49．26 199（177｝

極左 0，25　　　1　　1
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政党政治と政権パターン

経
験
を
持
つ
こ
の
政
治
家
は
政
治
生
命
を
終
わ
ら
せ
る
ど
こ
ろ
か
、
そ
の
豊
か
な
政
治
経
歴
で
培
っ
た
変
幻
自
在
の
戦
略
を
駆
使
し
て
党

　
　
（
9
）

内
対
抗
馬
を
抑
え
、
三
度
目
の
挑
戦
権
を
獲
得
し
た
ば
か
り
か
、
遂
に
は
現
職
大
統
領
を
破
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
三
度
目
の
挑
戦
は
、
世
界
的
な
保
守
ブ
ー
ム
と
左
翼
連
合
の
た
そ
が
れ
が
囁
か
れ
て
い
た
さ
な
か
で
の
挑
戦
で
あ
り
、
社
共
が
そ
れ
ぞ

れ
独
自
候
補
を
立
て
て
の
戦
い
で
あ
っ
た
。
共
産
党
の
マ
ル
シ
ェ
候
補
は
、
四
月
二
六
日
の
第
一
回
投
票
で
得
票
率
一
五
・
三
五
％
（
第

四
位
）
に
低
迷
し
、
七
八
年
国
民
議
会
選
挙
で
の
得
票
率
（
二
〇
・
五
五
％
）
を
大
き
く
割
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
。
党
中
央
委
ロ
貝
会
は
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
二
八
日
に
は
、
早
く
も
決
選
投
票
で
は
ミ
ッ
テ
ラ
ン
を
支
持
す
る
方
針
を
決
定
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
左
の
票
が
ミ
ッ
テ
ラ
ン
に
流
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
こ
の
段
階
で
予
測
で
き
た
。
問
題
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ラ
ク
票
の
行
方
で
あ
っ
た
。
正
統
ゴ
ー
リ
ス
ト
の
シ
ラ
ク
候
補
は
、
前
回
大
統
領
選
で

挙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
シ
ャ
バ
ン
デ
ル
マ
ス
候
補
の
得
票
率
（
一
五
．
一
％
）
を
大
幅
に
上
回
る
票
（
一
八
．

購
　
　
　
　
　
　
　
〇
二
％
）
姦
得
し
・
善
戦
し
た
・
ジ
ス
カ
ー
ル
の
ゴ
ー
リ
ス
ト
に
対
す
る
こ
・
数
年
の

か
れ纈
　
　
　
　
　
　
姿
勢
は
正
統
ゴ
ー
リ
ス
・
に
と
・
て
好
ま
し
い
も
の
で
は
な
か
・
た
・
シ
・
バ
ン
デ
ル
マ

年8一

@
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
、
シ
ラ
ク
と
ジ
ス
カ
ー
ル
の
個
人
的
対
抗
意
識
も
完
全
に
解
消
し
て
い
た
わ
け
で
は
な

19
：
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
っ
た
。
ジ
ス
カ
ー
ル
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
や
政
策
ス
タ
イ
ル
を
極
端
に
嫌
う
シ
ラ
ク
の

10
表
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
票
（
約
五
一
五
万
票
）
の
す
べ
て
が
ジ
ス
カ
ー
ル
に
流
れ
る
と
思
え
な
か
っ
た
。
そ
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
部
が
棄
権
も
し
く
は
ミ
ッ
テ
ラ
ン
に
向
う
可
能
性
は
否
定
で
き
な
か
っ
た
。
ジ
ス
カ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
十
分
に
そ
れ
を
認
識
し
て
い
た
。
第
一
回
投
票
の
結
果
が
判
明
し
た
夜
、
た
だ
ち
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
シ
ラ
ク
、
ド
ブ
レ
氏
ら
に
対
し
何
ら
感
情
的
対
立
は
な
い
」
と
こ
と
さ
ら
強
調
し
な
け

第1回投票（1981．4．26）　　　　　　　　　　　投票埣く　82％

候補者名 党　　派 得票数 得票率

ジスカールデスタン

@　幽一~ツアフン

Vラク

}1ルシェ

フランス民主連合

ﾐ会党

､和国連合（ゴー以D

､産党

8，017，930

V440189，　　　　　　，

T，1ら4，153

S，392，741

28．0細

Q6．01

P8．02

P5．35

第2回孝隻票　　（1981．5．10）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　手受票率　　　　％

ミッテラン

Wスカールデスタン

社会党

tランス民主連合

15，639，673

P4，396，439

52．06

S7．93
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れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
そ
の
た
め
で
あ
っ
た
。
一
位
に
は
な
っ
た
も
の
の
、
ミ
ッ
テ
ラ
ン

⑳4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
予
想
外
の
躍
進
に
直
面
し
た
ジ
ス
カ
ー
ル
は
、
保
守
・
中
道
派
の
大
結
集
を
短
期
間
に
実

エ
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
く
な
っ
た
。
だ
が
、
前
回
大
統
領
選
挙
以
後
の
連
合
形
成
ス
タ
イ
ル

8119

@
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
判
断
し
て
、
形
ば
か
り
の
和
解
声
明
や
協
力
要
請
だ
け
で
そ
れ
が
実
現
で
き
る
と
は
思

騰
　
　
　
　
　
　
え
な
か
・
た
・

輪
）
　
　
　
　
　
決
覆
票
で
は
・
ミ
ッ
テ
ラ
ン
が
笙
回
遊
酉
示
の
好
調
を
持
続
し
て
二
。
。
万
票
強
の

庶
砺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

欝
　
　
　
　
残
置
酵
駐
緊
縮
隣
四
壁
蒲
纒
欝
侃
簿

19

ｯ
：
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
エ
リ
計
上
の
鍵
を
手
に
入
れ
た
。
彼
は
、
社
会
党
右
派
の
ピ
エ
ー
ル
・
モ
ー
ロ
ワ
（
五
二

表
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歳
）
を
首
相
に
任
命
し
た
。
新
大
統
領
の
〈
永
遠
の
ナ
ン
バ
ー
・
2
＞
と
称
さ
れ
る
モ
ー
ロ

ワ
は
、
党
内
結
束
を
重
視
す
る
穏
健
な
改
良
主
義
的
社
会
主
義
者
で
あ
り
、
革
新
連
合
の
形
成
工
作
に
は
不
可
欠
の
政
治
家
で
あ
る
。
新

し
い
大
統
領
と
首
相
が
直
面
し
て
い
た
第
一
の
課
題
は
、
保
守
派
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
る
国
民
議
会
を
解
散
し
て
、
左
翼
優
位
の
国

民
議
会
を
作
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
一
九
八
一
年
六
月
の
国
民
議
会
選
挙
（
解
散
選
挙
）
は
、
社
会
党
の
地
滑
り
的
圧
勝
で
終
わ
っ
た
。
、
・
・
ッ
テ
ラ
ソ
と
モ
ー
ロ
ワ
の
思
惑

は
、
十
分
過
ぎ
る
程
適
中
し
た
。
社
会
党
は
単
独
過
半
数
の
ハ
ー
ド
ル
（
二
四
六
議
席
）
を
い
と
も
簡
単
に
ク
リ
ア
ー
し
た
（
二
八
五
議

席
）
。
第
五
共
和
政
で
は
、
ド
・
ゴ
ー
ル
だ
け
が
、
し
か
も
た
っ
た
一
度
だ
け
（
六
八
年
選
挙
）
経
験
で
き
た
完
勝
で
あ
っ
た
。
　
モ
ー
ロ

ワ
首
相
の
誇
ら
し
げ
な
勝
利
宣
言
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

政　党　名 得票率 議席数／前回比1

社会党叶左派急進運動）

､巌党

49．28ω

U．98

285r＋182）

S4r－421

r左翼連合・計」 56．26 329「＋140、

共和国連合：ゴーリスト）

tランス民『｝蓮合

E翼．諸派

ｶ翼、諸派

22．46

P8．64

Q．19

O．52

831一65）

U4「一73〕

W1「：一　21

S’：＋　3：
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政党政治と政権パターン

「
左
翼
、
と
り
わ
け
社
会
党
は
今
世
紀
最
大
の
勝
利
を
博
し
た
。
社
会
党
は
安
．
諒
し
た
条
件
の
下
で
、
継
続
的
に
、
そ
の
政
策
を
実
行
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

移
す
合
法
的
手
段
を
獲
得
し
た
。
社
会
主
義
の
時
が
遂
に
来
た
の
だ
」
。

　
社
会
党
が
あ
ま
り
に
も
圧
勝
し
た
た
め
に
、
ミ
ッ
テ
ラ
ン
は
新
し
い
課
題
に
直
面
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
か
っ
た
。
連
合
形
成
の
パ
タ
ー

ン
に
つ
い
て
で
あ
る
。
選
択
肢
は
二
つ
で
あ
っ
た
。
第
一
は
、
　
〈
単
独
過
半
数
政
権
V
案
。
社
会
党
が
単
独
で
政
権
を
担
当
し
、
共
産
党

に
は
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
連
合
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
閣
外
協
力
を
仰
ぐ
。
　
〈
数
の
論
理
〉
に
従
え
ば
、
こ
れ
が
常
道
で
あ
ろ
う
。
議
会
内

支
持
基
盤
に
不
安
は
な
い
し
、
閣
僚
ポ
ス
ト
の
配
分
に
つ
い
て
も
く
政
党
内
政
治
の
論
理
〉
だ
け
で
処
理
で
き
る
。
ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め

と
す
る
西
側
諸
国
の
懸
念
も
あ
る
程
度
解
消
で
き
よ
う
。
だ
が
、
第
五
共
和
政
の
発
足
以
来
、
多
く
の
場
合
、
伝
統
的
・
固
定
的
な
連
合

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
相
互
協
力
関
係
を
維
持
し
て
き
た
共
産
党
を
閣
外
に
排
除
す
る
こ
と
は
、
長
期
的
展
望
に
立
て
ば
、
好
ま
し
い
戦
略

で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
奇
跡
に
近
い
圧
勝
が
続
く
と
は
思
え
な
い
。
ま
た
、
社
会
主
義
的
改
革
政
治
の
断
行
に
は
、
と
り
わ
け
労
働

勢
力
か
ら
の
統
一
的
支
持
が
必
要
で
あ
る
が
、
単
独
政
権
に
踏
み
切
れ
ば
、
共
産
党
系
労
働
組
合
の
造
反
に
直
撃
さ
れ
る
可
能
性
も
あ

る
。
第
二
の
選
択
肢
は
〈
過
大
規
模
連
合
政
権
〉
案
。
共
産
党
を
フ
ォ
ー
マ
ル
な
連
合
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
閣
内
に
迎
え
、
閣
僚
ポ
ス
ト

を
い
く
つ
か
提
供
す
る
。
社
共
連
合
の
伝
統
を
維
持
で
き
よ
う
。
長
期
政
権
を
狙
う
と
す
れ
ぽ
、
一
過
性
の
〈
数
の
論
理
〉
よ
り
も
信
義

を
重
視
し
た
こ
の
選
択
肢
の
方
が
賢
明
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
単
独
過
半
数
の
ハ
ー
ド
ル
を
連
続
し
て
ク
リ
ア
ー
で
き
る
保
証
な
ど
フ

ラ
ン
ス
の
政
党
政
治
に
は
な
い
か
ら
で
あ
る
（
ド
・
ゴ
ー
ル
で
す
ら
果
た
せ
ぬ
夢
で
あ
っ
た
）
。
そ
の
意
味
で
は
、
長
期
的
な
政
治
保
険

で
あ
る
と
評
価
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
共
産
党
を
取
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
共
産
党
系
労
働
組
合
の
攻
勢
を
緩
和
す
る
防
波
堤
を

補
強
・
強
化
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
共
産
党
に
提
供
す
る
閣
僚
ポ
ス
ト
は
、
共
産
党
を
連
帯
責
任
者
に
仕
立
て
上
げ
る
た
め
の
必
要
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

費
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
オ
ピ
ニ
オ
ン
の
巨
大
な
伝
導
ベ
ル
ト
と
し
て
共
産
党
を
背
後
か
ら
支
え
て
い
る
《
フ
ラ
ン
ス
労



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

働
総
同
盟
C
G
T
》
を
野
に
放
っ
た
ま
ま
左
翼
政
権
が
円
滑
に
作
動
す
る
よ
う
に
は
思
え
な
い
。

　
だ
が
、
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
〈
連
合
形
成
地
位
〉
に
不
安
が
残
る
。
〈
数
の
論
理
V
を
単
純
に
適
用
す
れ
ぽ
、
議
会
内
支
持
基

盤
が
拡
大
す
れ
ぽ
そ
れ
だ
け
政
権
の
安
定
度
が
高
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
重
要
な
の
は
絶
対
議
席
数
で
は
な
く

＜
連
合
形
成
地
位
〉
で
あ
る
。
社
共
連
合
の
〈
連
合
形
成
地
位
〉
は
明
ら
か
に
〈
過
大
規
模
連
合
〉
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
議
会
内
議
席
の

過
半
数
（
五
〇
％
プ
ラ
ス
一
）
を
確
保
す
る
上
で
〈
余
分
な
党
〉
を
含
ん
だ
連
合
と
な
る
。
　
〈
過
大
規
模
連
合
〉
は
、
想
像
さ
れ
る
程
に

は
強
く
な
い
。
二
つ
の
時
限
爆
弾
を
閣
内
に
抱
え
込
む
か
ら
で
あ
る
。
第
一
の
時
限
爆
弾
は
閣
僚
ポ
ス
ト
配
分
の
不
均
衡
と
そ
れ
に
伴
な

う
不
満
で
あ
る
。
連
合
リ
ー
ダ
ー
は
、
閣
僚
ポ
ス
ト
の
配
分
に
当
っ
て
く
政
党
内
政
治
V
の
み
な
ら
ず
く
政
党
間
政
治
〉
を
も
考
慮
し
な

け
れ
ぽ
な
ら
な
い
が
、
　
〈
余
分
な
党
〉
に
限
り
あ
る
貴
重
な
ポ
ス
ト
を
配
分
す
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
配
分
に
ま
つ
わ
る
不
平
は
回
避
で

き
な
い
。
特
に
、
ジ
ュ
ニ
ア
・
パ
t
ト
ナ
ー
が
第
二
バ
イ
オ
リ
ン
の
地
位
に
満
足
し
な
く
な
っ
た
時
に
は
、
何
よ
り
も
先
ず
、
重
要
ポ
ス

ト
の
要
求
と
い
う
形
で
具
体
的
な
地
位
改
善
を
迫
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
際
、
　
〈
余
分
な
党
〉
の
処
遇
を
め
ぐ
っ
て
、
と
り
わ
け
過

半
数
政
党
内
で
意
見
が
対
立
す
る
で
あ
ろ
う
。
ジ
ュ
ニ
ア
・
パ
ー
ト
ナ
ー
が
哲
人
の
如
き
禁
欲
の
精
神
を
持
ち
続
け
ぬ
限
り
、
ま
た
、
単

独
過
半
数
政
党
が
限
り
な
き
寛
容
の
精
神
を
持
ち
続
け
ぬ
限
り
、
　
〈
過
大
規
模
連
合
〉
は
ポ
ス
ト
配
分
に
端
を
発
す
る
閣
内
不
統
一
の
危

機
に
絶
え
ず
直
面
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
二
の
時
限
爆
弾
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
距
離
の
拡
大
で
あ
る
。
炸
裂
の
可
能
性
は
こ
ち
ら
の
方

が
は
る
か
に
大
き
い
。
連
合
リ
ー
ダ
ー
は
、
政
策
の
立
案
か
ら
そ
の
実
施
に
至
る
す
べ
て
の
過
程
で
、
　
〈
政
党
内
政
治
〉
と
く
政
党
間
政

治
〉
を
配
慮
し
な
が
ら
、
意
見
の
調
整
に
当
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
指
向
の
強
い
政
党
を
含
む
〈
過
大
規
模
連
合
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

の
場
合
に
は
，
〈
招
聰
妥
協
〉
（
算
入
妥
協
）
は
期
待
で
き
ず
、
せ
い
ぜ
い
く
切
断
妥
協
V
（
減
算
妥
協
）
し
か
期
待
で
き
な
い
た
め
、
よ

り
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
指
向
の
強
い
政
党
の
内
部
に
欲
求
不
満
を
累
積
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
ジ
ュ
ニ
ア
・
パ
ー
ト
ナ
ー
が
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
純
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政党政治と政権パターン

　　　　　　　表12：フランス第五共和政の政権（1958～

政　　　権 政権担当政党 与党議席数（占有率） 政権パターン

ド　●　コ“一ノレ　　　　　　　　　1958～1969

1958議会選挙
P962議会・選挙

P965大統領選挙

P967議会選挙
P968議会選挙

UNR

tNR－UDT＋RI

tNR－UDT＋R王

tDVe＋RI

tDR＋RI

199

Q33一←37＝270　　　　　　（56．0％）

?選投票得：票率　　〔55．1＞

Q0エーチー44＝245　　　　　　（50．3＞

Q96一ト64＝360　　　　　　「73．9）

P⑦最小勝手1随合政権

o⑦最小勝利連合政権

o⑧過大規模連合政権

ポンピドー　　　　　　1969～1974

1968議会選挙以後

P969大統領選挙

P973議会選挙

UDR十RI十PDM

tDR十RI十PDM

tDR十RI十CDP

296一ト64一ト25こ385　　ダ79．1）

?契f塞ξ～と票千与票｝亨く　　　　（57．8）

P83一ト　55一ト30ζ268　　（54．7）

P⑧過大規模連合政権

o⑦最・1・勝利連合政権

ジスカールデスタン　1974～1981

1973議会選挙以後

P974大統領選挙

P978議会選挙

R1＋UDR十UC十REF

qI＋UDR＋UC十REF

tDF＋RPR＋その他

55一ト183一トー30一L34＝3〔｝2（61．6）

?選投票得票率　　「与0．7）

P37十148一ト6ヒ291　　‘59．3）

P⑧過大規模連合政権

o⑦最小勝利連合政権

ミッテラン　　　　　　198ユ～

1981大統領選挙

P981議をこ選挙

PS＋MRG十PCF
oS！＋MRG｝÷PCF

決選投票得票率　　（52．1）

Q85一千一44＝329　　　　　　（67．G） P⑧過大規模連合政権

＊ゴ馳．一リスト系

＊ジスカール系

＊中道派

＊ノ1｛翼系

UNR＝新共和国連合、UDT＝民宝男唖朔連含、UDVe＝第5共零［田改、UDR耳共和国民．iこ連合、RPRこ集和国連詮．

R夏；独立語和派．UDFニフランス民｝コ些合．

PDM＝進歩民．iこ派、　CDP＝中道民i三進歩派、　UC　．1

PS＝社会党、　MRG＝：ノ1ζ派急進運動．　PCF冨興産党．

道連含、REF畜改1γ・：運動，

度
を
あ
る
程
度
犠
牲
に
し
て
も
ス
タ
ン
ド
・
プ
レ
ー
は
引

し
も
う
と
い
う
禁
欲
の
精
神
を
持
ち
続
け
ぬ
限
り
、
ま

た
、
連
合
政
党
の
支
持
者
が
野
党
の
発
想
法
と
政
権
党
の

行
動
様
式
に
は
大
き
な
違
い
が
あ
る
こ
と
を
認
め
る
だ
け

の
寛
容
の
精
神
を
持
ち
続
け
ぬ
限
り
、
〈
過
大
規
模
連
合
〉

は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
距
離
の
拡
大
に
帰
．
因
す
る
閣
内
不
統

一
の
恐
怖
に
常
に
脅
か
さ
れ
よ
う
。
ゴ
ー
リ
ス
ト
・
ブ
ロ

ッ
ク
の
支
持
者
に
比
べ
れ
ば
、
左
翼
ブ
ロ
ッ
ク
の
支
持
者

の
政
治
的
同
質
性
は
は
る
か
に
小
さ
い
。
ゴ
ー
リ
ス
ト
・

ブ
ロ
ッ
ク
の
場
合
に
は
、
内
的
緊
張
が
あ
っ
た
と
し
て

も
、
選
挙
戦
に
入
れ
ば
、
ま
る
で
単
一
政
党
で
あ
る
か
の

如
く
行
動
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
左
翼
ブ
ロ
ッ
ク
に
は
そ

　
　
　
　
　
（
1
7
）

れ
は
望
め
な
い
。
一
九
七
二
年
六
月
に
社
共
両
党
が
調
印

し
た
共
同
政
府
綱
領
の
寿
命
が
僅
か
五
年
間
で
あ
っ
た
と

い
う
事
実
、
社
共
統
一
候
補
で
戦
っ
た
二
度
の
大
統
領
選

挙
で
敗
北
し
、
独
自
候
補
で
戦
っ
た
大
統
領
選
挙
で
勝
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
m

し
た
と
い
う
事
実
、
七
八
年
国
民
議
会
選
挙
で
共
産
党
が



造
反
し
左
翼
連
合
が
大
敗
北
を
喫
し
た
と
い
う
事
実
、
は
こ
の
案
の
選
択
に
つ
き
ま
と
う
懸
念
で
あ
ろ
う
。

　
ミ
ッ
テ
ラ
ン
は
第
二
の
選
択
肢
を
選
ん
だ
。
三
〇
歳
で
代
議
士
に
初
当
選
し
、
す
ぐ
に
大
臣
に
登
用
さ
れ
て
以
来
、
専
ら
小
党
運
動
を

指
導
し
て
フ
ラ
ン
ス
政
界
に
名
を
成
し
た
ミ
ッ
テ
ラ
ン
は
、
同
じ
く
若
く
し
て
大
臣
に
登
用
さ
れ
小
党
運
動
を
通
じ
て
大
統
領
の
ポ
ス
ト

を
手
に
し
た
ジ
ス
カ
ー
ル
デ
ス
タ
ン
と
同
様
、
大
規
模
連
合
を
選
択
し
た
。
政
変
が
絶
え
間
な
く
続
い
た
第
四
共
和
政
で
、
弱
小
政
党
に

属
し
な
が
ら
も
一
一
回
も
閣
僚
ポ
ス
ト
を
手
に
し
た
し
た
た
か
さ
が
く
過
大
規
模
連
合
〉
乗
り
こ
な
し
の
自
信
に
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
共
産
党
に
は
運
輸
相
（
シ
ャ
ル
ル
・
フ
ィ
テ
ル
マ
ン
）
、
行
政
改
革
相
（
ア
ニ
セ
・
ル
ポ
ル
）
な
ど
四
つ
の
閣
僚
ポ
ス
ト
が
配
分

さ
れ
た
。
共
産
党
は
、
三
四
年
ぶ
り
に
政
権
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
い
ず
れ
の
時
限
爆
弾
に
せ
よ
、
そ
の
起
爆
装
置
は
、
遅
く
と

も
次
期
選
挙
の
一
～
二
年
前
に
作
動
す
る
と
予
想
す
れ
ば
大
胆
に
過
ぎ
る
で
あ
ろ
う
か
。
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以
上
の
よ
う
に
、
第
五
共
和
政
下
の
政
党
政
治
は
多
数
派
形
成
を
中
心
に
作
動
す
る
二
極
シ
ス
テ
ム
を
定
着
さ
せ
た
。
決
選
投
票
制
を

伴
な
う
大
統
領
直
接
選
挙
制
度
が
こ
う
し
た
政
党
政
治
の
二
極
化
を
加
速
し
た
理
由
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
こ
の
政
党
政
治
シ
ス
テ
ム
を
母
胎
に
し
て
誕
生
し
た
政
権
は
、
例
外
な
く
連
合
政
権
で
あ
っ
た
。
単
独
過
半
数
政
党
が
二
度
生

ま
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
が
連
合
政
権
を
選
択
し
、
過
大
規
模
連
合
政
権
を
形
成
し
た
。

　
第
五
共
和
政
で
は
、
連
合
政
権
こ
そ
が
常
態
で
あ
る
。
　
「
大
統
領
は
二
つ
の
連
合
を
構
築
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
一
つ
は
、
大
統
領

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

に
当
選
す
る
た
め
の
連
合
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
七
年
間
に
わ
た
っ
て
政
権
を
維
持
す
る
た
め
の
連
合
で
あ
る
」
。
政
党
の
可
塑
性
が
強

い
た
め
〈
過
大
規
模
連
合
〉
へ
の
衝
動
が
強
い
が
、
迫
仲
を
前
提
と
し
た
く
最
小
勝
利
連
合
〉
が
一
般
的
で
あ
る
。

　
　
　
　
1
未
完
1



政党政治と政権パターン

　
注（
1
）
　
〈
極
端
な
多
党
制
（
分
極
的
多
党
制
）
〉
に
つ
い
て
は
、
G
・
サ
ル
ト
ー
リ
　
岡
沢
憲
芙
・
川
野
秀
之
訳
『
現
代
政
党
学
1
・
H
』
早
稲
田
大
学

　
　
出
版
部
（
一
九
八
○
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
2
）
9
幻
・
写
。
母
ρ
ぎ
ミ
切
口
、
寄
ミ
題
貸
ミ
肉
§
欺
§
。
。
石
切
き
恥
肉
蓋
ミ
｝
、
ミ
評
物
魯
ミ
ミ
♪
日
。
巳
。
『
ρ
国
ロ
曇
島
民
O
。
ヨ
冨
註
し
⑩
ミ
嘘

　
　
O
㍗
目
l
H
心
’

（
3
）
　
国
。
護
①
諺
く
「
一
一
－
、
ミ
ミ
a
馬
達
、
ミ
ミ
恥
一
勺
①
ロ
ひ
q
口
ぎ
切
8
冨
”
お
①
P
O
．
G
。
①
●

（
4
）
　
M
・
デ
ュ
ヴ
ェ
ル
ジ
ェ
　
西
川
長
夫
・
天
羽
均
訳
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
構
造
』
合
同
出
版
（
一
九
七
四
年
目
一
八
○
頁
。

（
5
）
｝
勇
・
国
①
曽
ω
1
8
葺
■
旧
や
8
ρ

（
6
）
旨
即
写
。
碧
ω
」
玄
ユ
こ
弓
』
O
P

（
7
）
　
幻
。
団
O
．
二
選
二
目
ω
9
。
巳
男
。
σ
①
「
け
国
．
≦
帥
a
（
a
ω
．
）
”
さ
翫
ミ
嵩
、
。
ミ
苛
ミ
9
無
§
賃
肉
ミ
。
鷺
－
国
轟
一
①
≦
o
＆
Ω
ま
ω
”
牢
①
三
8
中

　
　
国
巴
一
u
日
O
謬
℃
》
』
ω
ρ

（
8
）
　
＝
窪
q
類
・
国
訂
ヨ
碧
P
き
、
ミ
6
恥
§
、
ミ
ミ
魯
切
8
8
『
＝
け
二
ρ
切
ε
毛
昌
隔
日
箋
ピ
O
●
卜
。
ミ
．

（
9
）
　
若
ぎ
ミ
シ
ェ
ル
・
ロ
カ
ー
ル
が
最
有
力
対
抗
馬
で
あ
っ
た
が
、
後
に
首
相
に
任
命
さ
れ
た
モ
ー
ロ
ワ
が
党
内
調
整
に
当
っ
た
。

（
1
0
）
　
『
日
本
経
済
新
聞
』
一
九
八
一
年
四
月
二
七
日
。

（
1
1
）
　
藤
村
信
「
さ
く
ら
ん
ぼ
う
の
実
る
と
き
」
　
『
世
界
』
　
（
一
九
八
一
年
）
一
〇
月
号
　
一
二
〇
頁
。

（
1
2
）
　
藤
村
信
　
前
掲
　
一
一
七
頁
。
一
九
八
一
年
大
統
領
選
挙
の
推
移
と
解
説
に
つ
い
て
は
前
掲
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
1
3
）
　
『
朝
日
新
聞
』
一
九
八
一
年
六
月
二
二
日
。

（
1
4
）
ぎ
毛
。
＝
O
・
Z
o
。
轟
P
津
き
。
P
ぎ
℃
虫
雪
国
．
竃
。
蒔
田
（
a
．
ソ
き
無
ミ
遣
戸
ミ
。
鷺
§
、
ミ
電
硲
§
霧
鴨
Z
①
≦
ぎ
蒔
”
目
冨
悶
お
Φ

　
　
勺
門
①
ω
ω
噛
一
〇
Q
。
9
弓
．
一
〇
メ

（
1
5
）
　
フ
ラ
ン
ス
の
労
働
運
動
に
つ
い
て
は
、
G
・
マ
ル
チ
ネ
　
熊
田
亨
訳
『
七
つ
の
国
の
労
働
運
動
・
下
』
岩
波
書
店
（
一
九
八
○
年
）
一
～
五
七

　
　
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
1
6
）
　
招
聴
妥
協
、
切
断
妥
協
に
つ
い
て
は
、
岡
沢
憲
芙
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
議
会
政
治
史
研
究
－
序
説
（
1
）
」
『
政
治
学
研
究
』
（
一
九
七
一
年
目
　
1
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
一
号
　
三
八
～
四
八
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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